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世界自然遺産を目指す奄美大島に
おいて，国指定天然記念物であるアマミノクロ

ウサギやケナガネズミなどに対するネコ（イエネコ）に
よる捕食問題が非常に深刻性を極め，その対策は急務となって
いる．このため，環境省は「奄美大島における生態系保全のため
のノネコ管理計画（2018-2027 年度）」を 2017 年 3 月に策定し，希
少種生息地においてネコの捕獲を７月から開始している。また地元自
治体は「飼い猫の適正な飼養及び管理に関する条例」を策定し、飼いネ
コの管理対策を進めている．このような本格的ネコ対策は，わが国におい
ては初めての取り組みである。世界自然遺産候補地選定に関する国際自然
保護連合（IUCN）の評価（2018 年 5月）においても，こうした侵略的外
来種対策は高く評価され、一層の充実が勧告されている．

　本シンポジウムでは，奄美大島における最新のネコ対策確立の経緯を説明
し，対策の法制度面から，供給源対策としてネコの飼養方法から，行政
によるネコ対策の一つのTNR（捕獲・不妊去勢・放獣）から，及び
希少種生息地におけるネコの被害や捕獲排除の効果などからの検討を
もとに現状と課題を報告する．

　これらを踏まえて，パネルディスカッションにおいては，他地域の
事例も含めた検討の上で，わが国における新たなネコ対策の構築を
目指す議論を行う．
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○JR山手線・西武鉄道新宿線 高田馬場駅前より徒歩 20分
または 高田馬場駅前～都バス学 02( 学バス )～早大正門

○地下鉄 東京メトロ 東西線 早稲田駅（３B出口）から徒歩 5分
副都心線 西早稲田駅から徒歩 17分

○都バス 早大正門（学 02, 早 81, 早 77）
早稲田（上 58, 上 69, 早 77, 池 86）各停留所から徒歩 5分

○都電 荒川線 早稲田駅から徒歩 5分 

公開シンポジウム

講演者とパネルディスカッション登壇者

1.奄美大島における新たなネコ対策と本シンポジウムの趣旨

2.ネコ問題解決に向けた「飼い猫適正飼養条例」と
「奄美大島ノネコ管理計画」が目指すもの
　　諸坂 佐利（神奈川大学）

3. ネコ問題の課題と解決策
長嶺 隆（NPO法人どうぶつたちの病院沖縄）

4. 奄美大島と徳之島における TNRの現状と課題
塩野﨑 和美（奄美野生動物研究所）

5. 希少種ホットスポットにおけるネコ問題の実態と対策
亘 悠哉（森林総合研究所）

パネルディスカッション
「奄美大島からネコ対策の明日をつくる」
　　司会進行：山田 文雄
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亘 悠哉

塩野﨑 和美

長 嶺  隆

諸坂  佐利

石井  信夫

外来ネコ問題研究会
山田  文雄

哺乳類保全生態の研究者．アマミノクロウサギや外来
生物の対策研究に従事．「外来ネコ問題研究会」会長．
奄美大島ノネコ管理計画実施の概要及び本シンポジウ
ムの開催趣旨を述べる．

神奈川大学・准教授
行政学・公共政策の研究者．西表島，徳之島，奄美大
島などの飼い猫条例の策定に専門家として取り組む．
わが国における初めての本格的ネコ対策の取り組みに
ついて法制度面から述べる ．

獣医師．ヤンバルクイナ，イリオモテヤマネコなどの
保全とノネコやノイヌ問題の対策研究や適正飼養の普
及啓発に活動．獣医師から見た奄美大島のネコ問題の
新たな取り組みに対する課題と解決策を述べる．

奄美野生動物研究所・研究員
外来種イエネコの生態や対策の研究者．管理計画によ
る捕獲排除のモデル地区を対象にした在来希少種の生
息とネコ捕食の影響，捕獲排除と効果およびモニタリ
ングの成果と今後を示す ．

森林総合研究所・主任研究員
外来生物・保全生態学の研究者．島嶼生態系における
イエネコ個体群を支える機構が島によってことなるた
め，それらを考慮した対策について説明する．

奄美猫問題ネットワーク・奄美猫部代表

久野  優子

奄美大島で 2014 年夏にネコ問題を憂う仲間と奄美猫
部を発足し代表者．適正飼養の周知啓発活動，ネコの
正しい知識や魅力を発信中．保護猫の新しい飼い主探
しのサポート．本業はおしゃれなカフェ経営．

東京女子大学・教授
哺乳類の生態と保全の研究者．外来生物のマングース，
アライグマ，キョンの管理事業に取り組む．

山階鳥類研究所・フェロー

岡  奈理子

海鳥生態の研究者．東京都御蔵島でイエネコが野生動
物に依存し頂点捕食者として生息数が増えたために島
の生態系に異変が起き，イエネコ排除活動に従事．

山田 文雄（外来ネコ問題研究会）

NPO 法人どうぶつたちの病院沖縄・理事長




